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議会議会だよりだより
  「この道は防災や命を守る道であり、産業を「この道は防災や命を守る道であり、産業を興興

お こお こ

す道である」す道である」
三村申吾県知事があいさつ三村申吾県知事があいさつ

ろくのへろくのへろくのへろくのへ

第二日の出保育園 「シャモロック鍋」を振る舞う上吉田南部駒踊り



５％
３％

民 

7％

５％ 

土 木 費　

８％

公

  債
     費
            12％

30％

生

費

総

16％

務

費

役場全体管理など
7億2485万円
 （６万7700円）

教
育
費

    衛
  生
費

子どもやお年寄り
障害者への福祉など

14億99万円
（13万900円）

道路や公園など
6億4598万円
　（６万300円）

借金の返済
5億3497万円
（5万円）

学校教育や生涯学習など
3億9272万円
（３万6700円）

ごみ処理や
各種健診など

農産物の
生産向上など
2億4594万円
　（2万3000円）

消防や救急、防災など
2億3057万円
　（2万1500円）

1億4357万円
（１万3400円）

議
会
費
ほ
か

農
林
水
産
業
費 

消
防
費 

14％

3億2841万円
   （3万700円）

町
政
運
営
方
針
と
25
年
度
予
算
説
明

《抜粋》

みなさんからの税金
9億2785万円
（８万6700円）

4億8057万円
（4万4900円）

国から町の財政状況に
応じ交付され
自由に使えるお金
20億4900万円
（19万1500円）

借りるお金
2億9880万円
（2万7900円）

3億8959万円
（3万6400円）

3億3192万円
（3万1000円）

20％

地
方
譲
与
税
ほ
か

地 方 交 付 税　

国
支
出
金 

10％

県支出金 
８％

町 債
７％

繰入金寄付金ほか 
７％

27
％

自
主

依
存
財
源73

％

1億7028万円
（1万5900円）４％

町

税

44％

使い道の決まった
国・県からのお金

町長　吉田　豊
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3
月
定
例
会
で
決
め
た
こ
と

平成２５年度予算平成２５年度予算

地域包括支援センター建設 着手 ・ 国保税引き上げ地域包括支援センター建設 着手 ・ 国保税引き上げ
一般会計 ・ 特別会計、 総額 ８３億３，０４９万円　前年度比１．７％ アップ一般会計 ・ 特別会計、 総額 ８３億３，０４９万円　前年度比１．７％ アップ

　

平
成
25
年
3
月
定
例
会
は
3
月
4
日
か
ら
11
日
ま

で
の
8
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
協
議
議
案
4
件
、

条
例
議
案
14
件
、
予
算
議
案
14
件
、
人
事
案
件
1
件

の
計
33
議
案
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。　

　

新
年
度
予
算
は
、
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

一
般
会
計
・
特
別
会
計
を
審
査
、
本
会
議
に
報
告
し
、

す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
3
名
の
議
員
が
登
壇
し
、

理
事
者
側
の
所
信
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

25
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
46
億
４
８
０
０
万
円
で
前
年

度
比
２
・
８
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

自
主
財
源
で
あ
る
町
税
は
、
前
年
度
比
0
・
５
％
増
の
9
億

２
７
８
５
万
円
と
な
り
、
国
・
県
か
ら
の
地
方
交
付
税
は
前
年
同

額
の
20
億
４
９
０
０
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
財
政
調
整
基
金
（
貯
金
）
か
ら
58
・
１
％
増
の
1
億

５
９
５
４
万
円
を
繰
り
入
れ
し
、
25
年
度
の
予
算
編
成
と
な
り

ま
し
た
。

歳

入

収入の　　　
　　内訳は？

歳 入
どのように　 
   使うのか？

歳 出

　金額は千の位で四捨五入
してあり、合計に合わせて
一部端数調整しています。
　（　）内の数字は、人口
１万700人で割った町民
一人あたりのお金です。

一般会計は　４６億４，８００万円でスタート一般会計は　４６億４，８００万円でスタート

総　務　費
定
住
促
進
新
築
住
宅
建
設
補
助

2
７
０
０
万
円

若
者
定
住
支
援
事
業
補
助

７
６
０
万
円

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
導
入
支
援
事
業
補
助

３
２
０
万
円

農林水産業費
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
防
除
対
策

事
業
補
助

７
０
０
万
円

に
ん
に
く
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー

種
子
購
入
助
成
事
業
補
助

３
５
０
万
円

土　木　費
舘
野
団
地
新
築
工
事
ほ
か

８
７
９
０
万
円

民　生　費
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業
費

９
3
3
0
万
円

こ
ど
も
医
療
費
無
料
化
助
成

（
中
学
生
以
下
）２

０
０
０
万
円

　

当
町
は
行
財
政
運
営
の

効
率
化
を
積
極
的
に
行
い

「
強
い
財
政
基
盤
」
を
確

立
し
て
、
地
域
の
特
性
や

実
情
を
踏
ま
え
た
質
の
高

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
継
続

的
か
つ
安
定
的
に
提
供
し

て
い
く
た
め
、
不
断
の
取

り
組
み
を
努
め
て
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
今
後
も
継
続
し
、
将
来

に
負
の
遺
産
を
残
さ
な
い

堅
実
な
行
財
政
運
営
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
基

本
的
な
自
治
体
と
し
て
、

町
民
の
安
全
・
安
心
を
確

保
し
、
不
安
を
解
消
す
る

取
り
組
み
を
積
極
的
に
推

進
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
町
民
と
行
政

が
協
働
し
「
暮
ら
す
場
所

と
し
て
の
質
の
向
上
」

「
堅
実
な
行
財
政
運
営
の

確
立
」
を
念
頭
に
経
費
節

減
と
効
率
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

衛　生　費
浄
化
槽
設
置
整
備
費
補
助

２
１
８
９
万
円

浄
化
槽
推
進
事
業
補
助

１
９
６
０
万
円

教　育　費
中
学
校
海
外
交
流
20
周
年
記

念
訪
問
事
業

2
4
0
万
円

七
百
中
学
校
体
育
館
屋
根
塗

装
工
事
ほ
か

１
３
０
７
万
円

歳

出

主

な

事

業



特
別
会
計

特
別
会
計

一
般
会
計　

歳
出　

一
般
会
計　

歳
出　

一
般
会
計　

歳
入　

一
般
会
計　

歳
入　

資
源
ゴ
ミ
回
収

予
算
審
査
の
様
子
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問　

杉
山　

茂
夫
委
員

①
町
税
、
法
人
税
均
等
割
減
の

理
由
は

②
保
育
料
収
入
増
の
理
由
は

答　

税
務
課
長

①
町
内
の
大
型
工
事
（
上
北
道

路
等
）
終
了
に
よ
り
工
事
事

務
所
が
廃
止
に
な
っ
た
た
め

で
す
。

答　

町
民
福
祉
課
長

②
転
入
者
が
増
え
て
き
て
い
る

た
め
で
す
。

問　

高
坂　

茂
委
員

①
道
路
占
用
料
と
は
何
か

②
循
環
型
社
会
形
成
推
進
交
付

金
と
は

③
24
年
度
子
宮
頸
が
ん
臨
時
特

例
交
付
金
が
あ
っ
た
が
、
25

年
度
は
な
い
。
そ
の
経
緯
は

④
集
落
基
盤
整
備
事
業
費
委
託

金
の
内
容
は

予
算
特
別
委
員
会

予算はどう使われる？予算はどう使われる？
　　　　　　２５２５年度予算を徹底審査年度予算を徹底審査

川村委員長川村委員長

　本定例会に提案された平成25年度各会計予算は、本会議において設置　本定例会に提案された平成25年度各会計予算は、本会議において設置
された「予算特別委員会」（委員長　川村重光議員）に付託し、審査さされた「予算特別委員会」（委員長　川村重光議員）に付託し、審査さ
れました。れました。
　審査の結果、各会計予算は　審査の結果、各会計予算は委員全員の賛成により了承委員全員の賛成により了承され、川村委員され、川村委員
長が本会議の場で審査結果を報告し、原案のとおり長が本会議の場で審査結果を報告し、原案のとおり可決可決されました。されました。

【平成25年度　各会計予算額】

会　　計　　名 本年度予算額 前年度予算額 前 年 対 比
一 般 会 計 46億4,800万円 45億2,300万円 ＋1億2,500万円 ＋2.8％
国民健康保険事業特別会計 12億9,945万円 12億9,800万円 ＋145万円 ＋0.1％
国民健康保険病院事業特別会計 5億9,166万円 6億3,006万円 －3,840万円 －6.1％
下 水 道 事 業 特 別 会 計 2億9,518万円 3億 476万円 －958万円 －3.1％
農業集落排水事業特別会計 1億2,960万円 1億3,005万円 －44万円 －0.3％
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 12億5,469万円 11億9,511万円 ＋5,957万円 ＋4.9％
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1億 196万円 1億 378万円 －181万円 －1.7％
霊 園 事 業 特 別 会 計 991万円 977万円 ＋13万円 ＋1.4％

合　　　　　計 83億3,049万円 81億9,456万円 ＋1億3,593万円 ＋1.7％

答　

建
設
下
水
道
課
長

①
町
道
路
敷
地
内
に
お
け
る
電

柱
、
地
中
埋
設
管
、
看
板
等

を
設
置
し
た
と
き
に
町
へ
使

用
料
と
し
て
い
た
だ
く
も
の
。

②
下
水
道
整
備
地
域
以
外
に
お

け
る
浄
化
槽
の
整
備
に
対
す

る
国
か
ら
の
補
助
金
で
す
。

答　

町
民
福
祉
課
長

③
24
年
度
か
ら
国
の
補
助
金
等

が
な
く
な
り
、
交
付
税
と
し

て
措
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
ま
で
の
分
は
町

単
独
で
こ
れ
か
ら
も
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

答　

産
業
課
長

④
県
か
ら
の
受
任
事
務
経
費
で

す
。
歳
出
に
用
地
補
償
費
・

事
務
費
と
割
り
当
て
さ
れ
て

い
ま
す
。 

問　

苫
米
地　

繁
雄
委
員

　

役
務
費
手
数
料
52
万
5
千
円

増
と
な
っ
た
理
由
は

答　

会
計
管
理
課
長　

　

指
定
金
融
機
関
（
青
い
森
信
用

金
庫
）
の
事
務
取
扱
手
数
料
の
増

に
よ
る
も
の
で
す
。

問　

下
田　

敏
美
委
員

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
建

設
工
事
は
、
＊
一
括
発
注
し
た

方
が
経
費
が
安
く
な
る
と
思
う

が
、
分
離
発
注
し
た
理
由
は

答　

町
民
福
祉
課
長　

＊
分
離
発
注
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
専
門
性
の
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
工
事
し
た
方
が
よ
り
良
い
も

の
が
出
来
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

下
田　

敏
美
委
員

　

建
設
す
る
と
50
年
は
使
用
す

る
。
広
く
町
民
の
意
見
も
吸
い

あ
げ
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ

っ
た
。
町
長
の
考
え
は

答　

町
長

　

今
後
は
、
町
民
の
声
を
聴
き
、

相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
。

問　

河
野　

豊
委
員

　

資
源
ゴ
ミ
団
体
回
収
奨
励
金

は
ど
う
い
う
も
の
か
。

　

い
つ
か
ら
実
施
し
、
周
知
は

答　

建
設
下
水
道
課
長

　

資
源
ご
み
の
持
ち
去
り
が
問

題
に
な
り
、
そ
れ
を
防
ぐ
目
的

で
缶
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
団

体
・
子
供
会
・
町
内
会
等
で
回

収
し
、
出
し
た
場
合
、
買
取
金

額
と
そ
の
ほ
か
に
町
か
ら
そ
れ

に
見
合
っ
た
金
額
を
奨
励
金
と

し
て
補
助
し
ま
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
と
、

持
ち
去
り
を
防
止
す
る
こ
と
で

始
め
た
事
業
で
す
。

　

現
在
、
11
団
体
が
登
録
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
22
年
度
か
ら

実
施
し
、
区
長
会
議
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
周
知
し
て
い
ま
す
。

国
保
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

問　

高
坂　

茂
委
員

　

歳
入
国
庫
支
出
金
、
療
養

給
付
費
等
負
担
金
、
4
千
７

百
万
円
減
の
理
由
は

答　

税
務
課
長

　

療
養
給
付
費
負
担
金
が
24
年

度
以
降
、
国
の
補
助
基
準
率
が

2
％
減
少
し
た
関
係
で
す
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計

問　

下
田　

敏
美
委
員

　

国
（
工
事
請
負
）
か
ら
補
助

事
業
導
入
の
話
が
あ
っ
た
場
合
、

受
け
入
れ
る
用
意
は
あ
る
か

答　

町
長　

　

町
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
は

受
け
入
れ
る
が
、
不
適
格
と
思

う
も
の
は
国
で
あ
っ
て
も
断
る
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

問　

円
子　

德
通
委
員

　

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付

が
3
千
61
万
円
減
の
理
由
は

答　

町
民
福
祉
課
長

　

施
設
を
利
用
す
る
人
数
が
減

っ
て
い
る
た
め
で
す
。

霊
園
事
業
特
別
会
計

問　

河
野　

豊
委
員

　

24
年
度
で
何
区
画
売
れ
た
の

か
。
ま
た
、
霊
園
使
用
料
返
還

分
と
は
何
か

答　

建
設
下
水
道
課
長　

　

21
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

24
年
度
新
規
申
込
が
２
区
画
あ

り
、
現
在
26
区
画
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

返
還
金
は
、
５
年
以
内
に
返

還
し
た
場
合
使
用
料
は
返
還
す

る
要
綱
に
な
っ
て
い
る
た
め
そ

の
返
還
分
で
す
。

＊一括発注
建設・電気・水道工事等そ
れぞれの工程をまとめて業
者に発注する方法。

＊分離発注
それぞれの工程をそれぞれ
の専門業者へ発注する方法。

？？
※
予
算
審
査
の
内
容
を
要
約

し
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
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問　

3
月
で
上
北
道
路
が
開
通

し
、
県
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
金

矢
工
業
団
地
へ
雇
用
確
保
の
た

め
に
企
業
誘
致
を
強
力
に
推
進

す
べ
き
と
思
う
。
考
え
は

町
長

答　

金
矢
工
業
団
地
は
、
74
・

3
㌶
の
う
ち
利
用
率
は
19
・
6

％
で
あ
り
、
交
通
ア
ク
セ
ス
網

の
未
確
立
や
分
譲
価
格
の
割
高

な
ど
で
複
数
の
問
題
を
抱
え
て

い
る
。

　

県
は
上
北
道
路
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
が
金
矢
工
業
団
地
付

近
に
開
設
す
る
こ
と
で
ア
ク
セ

ス
環
境
が
改
善
さ
れ
る
と
想
定

し
、
分
譲
促
進
策
と
し
て
優
遇

制
度
と
様
々
な
優
位
性
を
積
極

的
に
情
報
発
信
し
、
企
業
立
地

が
促
進
さ
れ
る
よ
う
誘
致
活
動

に
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
と
承

知
し
て
い
る
。

　

町
と
し
て
も
道
路
の
開
通
に

よ
り
、
既
存
企
業
の
経
営
の
安

定
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待

し
、
若
者
の
雇
用
の
場
が
確
保

さ
れ
る
よ
う
要
望
し
た
い
。

問　

企
業
誘
致
の
問
題
点
は
排

水
。

　

県
と
共
同
の
下
水
処
理
施
設

を
建
設
す
べ
き
と
思
う
。
考
え

は町
長

答　

県
は
、
こ
れ
ま
で
に
金
矢

工
業
団
地
の
排
水
を
小
松
ケ
丘

問　

町
で
は
災
害
に
対
処
す
る

避
難
場
所
を
指
定
し
た
防
災
マ

ッ
プ
を
配
布
し
て
い
る
が
、
防

災
意
識
を
喚
起
す
る
た
め
に
も
、

早
急
に
指
定
し
た
避
難
場
所
に

標
識
設
置
が
必
要
と
思
う
。

　

考
え
は

町
長

答　

大
震
災
以
降
、
災
害
に
備

え
る
重
要
性
を
認
識
し
、
避
難

所
開
設
時
の
備
蓄
食
料
の
購
入
、

指
定
室
内
避
難
所
発
電
機
等
の

整
備
を
図
っ
て
い
る
。

　

標
識
設
置
に
つ
い
て
は
、
今

後
避
難
施
設
等
へ
の
整
備
計
画

の
検
討
と
共
に
、
補
助
事
業
制

度
の
活
用
を
念
頭
に
標
識
設
置

の
方
向
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

河
かわ

野
の

　　 豊
ゆたか

議員

問　

補
助
金
効
果
で
住
宅
建
設

が
大
変
な
勢
い
で
進
ん
で
い
る
。

26
年
度
以
降
も
継
続
す
る
考
え

は町
長

答　

2
月
ま
で
に
補
助
金
申
請

が
39
件
、
内
転
入
が
28
世
帯
、

転
入
者
90
人
で
定
住
・
移
住
の

促
進
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
。

2
か
年
度
の
実
施
状
況
を
見
た

う
え
で
、
来
年
度
以
降
の
財
政

状
況
等
を
見
極
め
て
効
果
が
あ

る
と
判
断
し
た
場
合
、
継
続
し

た
い
。

問　

地
域
の
活
性
化
に
な
る
よ

う
補
助
金
の
20
％
を
町
内
の
商

品
券
に
し
た
ら
ど
う
か

町
長

答　

制
度
は
、
タ
イ
ム
リ
ー
で

あ
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
、
住

宅
を
新
築
す
る
と
き
の
建
設
コ

ス
ト
を
お
手
伝
い
す
る
の
が
良

い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

問　

七
百
・
大
曲
線
、
旧
十
鉄

踏
切
の
早
急
な
道
路
改
良
を
求

め
た
い
。
危
険
個
所
と
し
て
の

認
識
は
あ
る
か
。

町
長

答　

町
道
七
百
・
大
曲
線
の
旧

十
和
田
観
光
電
鉄
太
田
踏
切
付

近
は
、
町
道
と
稲
生
川
柳
沢
橋
、

踏
切
が
交
差
す
る
箇
所
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
若
干
の
Ｓ
字

型
に
加
え
、
踏
切
の
段
差
も
あ

り
通
行
に
は
注
意
が
必
要
な
場

所
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

今
後
の
対
応
は

建
設
下
水
道
課
長

答　

十
鉄
な
ど
と
の
協
議
も
必

要
で
あ
り
、
当
面
、
適
切
な
標

識
で
対
応
し
た
い
。

問　

第
15
た
て
の
台
団
地
線
の

早
急
な
道
路
改
良
の
必
要
性
を

感
じ
る
が
、
町
長
の
考
え
は

町
長

答　

整
備
す
べ
き
必
要
性
の
道

路
と
認
識
し
て
い
る
。
25
年
度

か
ら
地
方
特
定
道
路
事
業
と
し

て
着
手
す
る
予
定
で
あ
り
、
年

度
内
に
測
量
調
査
設
計
を
行
い

ま
す
。

問　

配
水
塔
の
と
こ
ろ
か
ら
、

た
て
の
高
森
線
に
抜
け
る
細
い

道
路
を
広
く
で
き
な
い
か

建
設
下
水
道
課
長

答　

七
百
・
通
目
木
線
の
整
備

が
完
了
し
て
い
る
。
そ
ち
ら
の

方
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　議会の活性化を目的に、一般質問に「一問一答方式」を導入！
一問一答方式とは、一問ごとに議員が質問しそれに対する答えが
出ているので、質問と答弁の内容がわかりやすくなります。

一問一答方式

一括方式

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
集
合
処
理
施

設
や
、
馬
淵
川
流
域
下
水
道
幹

線
に
接
続
す
る
な
ど
検
討
し
た

経
緯
が
あ
り
、
ど
ち
ら
の
施
設

へ
接
続
し
て
も
膨
大
な
費
用
が

上
北
道
路
開
通

金
矢
工
業
団
地
へ

企
業
誘
致
を

町
長
―

優
遇
制
度
で
支
援

災
害
対
策

避
難
標
識
を

早
急
に
設
置
す
べ
き

町
長
―

設
置
の
方
向
で
検
討

問　

現
在
20
箇
所
の
避
難
場
所

を
指
定
し
て
い
る
が
、
見
直
し

が
必
要
と
思
う
。
考
え
は

町
長

答　

六
戸
町
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
を
行
う
た
め
、
業
務
委

託
を
し
て
い
ま
す
。

　

県
は
、
国
の
防
災
基
本
計
画

の
修
正
を
踏
ま
え
、
地
域
防
災

計
画
の
修
正
を
し
ま
す
の
で
、

県
の
修
正
が
終
わ
り
し
だ
い
に

町
の
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

作
業
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

定
例
会
２
日
目
に
３
人
の
議
員
に
よ
り
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
質
問
内
容
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

道
路
改
良

旧
十
鉄
踏
切
あ
と
、

危
険
個
所
と
し
て
の
認
識
は

町
長
―

徐
行
を
促
す

定住促進新築住宅建設補助金

２５年度で終了する
継続する考えは　　

町長 ― 財政状況を見極め判断

か
か
る
こ
と
か
ら
、
建
設
で
き

な
い
状
況
と
聞
い
て
い
る
。

　

町
で
は
、
県
と
共
同
で
下
水

道
処
理
場
の
建
設
は
考
え
て
い

な
い
。

町
政
を
問
う

定住促進新築住宅建設補助金

　定住を目的として新築住宅の建設を行う方に対し、住宅
建設費の一部を予算の範囲内で補助します。

・住宅建設費の３％で限度額は50万円
・若者夫婦（いずれも40歳未満）の場合は10万円を加算
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問　

六
戸
町
の
立
ち
位
置
と
ア

ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
は

町
長

答　

六
戸
町
は
、
2
市
の
中
間

に
位
置
し
社
会
的
・
経
済
的
に

つ
な
が
り
が
多
く
、
従
来
ど
お

り
互
い
に
プ
ラ
ス
と
な
る
よ
う

連
携
し
て
い
き
ま
す
。

問　

六
戸
町
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ

メ
リ
ッ
ト
は

町
長

答　

公
共
施
設
・
図
書
館
の
総

合
利
用
、
広
域
観
光
会
議
の
再

編
等
、
お
互
い
に
メ
リ
ッ
ト
が

あ
っ
て
の
事
業
に
取
り
組
み
ま

問　

教
育
長
か
ら
見
た
体
罰
の

捉
え
方
は

教
育
長

答　

時
代
が
変
わ
る
と
と
も
に
、

教
育
・
指
導
法
と
も
変
わ
る
も

の
と
考
え
ま
す
。
こ
の
流
れ
か

ら
し
て
、
体
罰
は
だ
め
、
ま
ず

い
も
の
と
の
認
識
で
い
ま
す
。

問　

い
じ
め
あ
る
い
は
体
罰
に

関
す
る
学
校
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト

は教
育
長

答　

い
じ
め
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
は
、
学
期
に
1
回
行
な
っ

て
お
り
教
育
委
員
会
に
全
部
提

出
さ
れ
ま
す
。
体
罰
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
に
つ
い
て
は
、

文
科
省
か
ら
実
施
す
る
よ
う
に

通
達
が
来
て
お
り
、
児
童
・
保

護
者
・
教
員
に
対
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

問　

家
庭
で
の
し
つ
け
の
面
で
、

悪
い
こ
と
を
す
る
よ
う
な
場
合

は
、
教
育
上
い
わ
ゆ
る
愛
の
鞭

程
度
の
体
罰
は
あ
っ
て
も
い
い

と
考
え
る
が

高
こう

坂
さか

　　 茂
しげる

議員

す
。
そ
し
て
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が

生
じ
な
い
よ
う
町
政
の
経
営
感

覚
を
大
事
に
し
て
い
き
ま
す
。

企
画
財
政
課
長

答　

本
事
業
実
施
に
対
し
、
国

か
ら
1
千
万
円
の
財
政
措
置
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
中
心
市
は

4
千
万
円
で
す
。

問　

本
事
業
の
具
体
的
な
施
策

は企
画
財
政
課
長

答　

本
事
業
は
、
平
成
24
年
度

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
、
今

現
在
、
具
体
的
な
取
り
組
み
ま

で
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

一問一答方式

上
十
三
・
十
和
田
湖
広
域
定
住
自
立
圏
構
想

リ
ー
ダ
ー
市
は
、
十
和
田
市
と
三
沢
市
。

六
戸
町
の
立
ち
位
置
は

町
長
―

互
い
の
特
色
を
認
め
合
い
、

連
携
協
力
し
合
う
こ
と

学
校
に
お
け
る
体
罰

六
戸
町
の
体
罰
の
実
態
は

教
育
長
―

報
告
は
受
け
て
い
な
い
。

体
罰
は
な
い

教
育
長

答　

い
か
な
る
場
合
に
お
い
て

も
、
体
罰
は
い
け
な
い
と
断
言

し
て
い
ま
す
。
絶
対
で
す
。

問　

教
室
・
部
活
動
、
同
じ
体

罰
で
も
違
い
の
線
引
き
が
あ
る

か教
育
長

答　

部
活
動
も
学
校
教
育
の
一

環
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
授
業
中

で
も
課
外
活
動
中
も
体
罰
の
線

引
き
が
な
い
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

問　

体
罰
は
絶
対
だ
め
か
ら
、

先
生
方
に
何
か
指
導
法
の
指
針

は教
育
長

答　

具
体
的
に
は
、
放
課
後
に

教
室
に
残
し
て
の
指
導
、
学
校

の
当
番
を
ち
ょ
っ
と
多
く
当
て

る
、
他
の
子
供
に
支
障
が
あ
る

場
合
に
教
室
の
中
で
自
分
の
と

こ
ろ
に
立
た
せ
る
と
か
、
何
点

か
体
罰
に
当
た
ら
な
い
判
例
が

あ
る
の
で
、
こ
れ
を
基
準
に
先

生
に
お
話
し
し
て
い
き
ま
す
。

３月定例会で決まりました

　

医
療
費
の
増
大
等
に
よ
り
、

平
成
25
年
度
か
ら
、
国
保
税
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

平
均
的
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

〇
夫
婦
・
子
ど
も
２
人
の
世
帯

（
給
与
収
入
４
０
０
万
円
）

　

年
額
43
万
7
0
0
円
（
18
％
↑
）

〇
単
身
世
帯
（
給
与
収
入
２
５
０
万
円
）

　

40
歳
以
上
介
護
加
算
有
の
場
合

　

年
額
25
万
４
４
０
０
円
（
18
％
↑
）

〇
老
人
世
帯
（
年
金
収
入
２
５
０
万
円
）

　

夫
婦
と
も
に
65
歳
以
上
・
介
護
分
な
し

　

年
額
17
万
8
8
6
0
円
（
14
％
↑
）

条例改正   国民健康保険税平均１５％引き上げ

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
介
護
・
福
祉
・
健

康
・
医
療
な
ど
の
総
合
的
な
支
援
の
拡
充

を
図
る
た
め
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
建
設
し
ま
す
。

建
設
場
所

　

町
民
バ
ス
セ
ン
タ
ー　
　
　

５
８
７
㎡

　

旧
六
戸
駐
在
所
跡
地　
　
　

5
1
7
㎡

構　
　

造

　

木
造
一
部
2
階
建
て

建
設
面
積

　

１
．
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

３
５
８
・
3
7
㎡

　

２
．
町
民
バ
ス
待
合
室
２
６
・
5
0
㎡

　

３
．
公
衆
ト
イ
レ　
　

３
３
・
1
2
㎡

地域包括支援センターの建設着手　9,330万円

　

六
戸
町
犬
落
瀬
字
坪
毛
沢
の
旧
フ
ジ
製

糖
青
森
工
場
跡
地
に
出
力
６
メ
ガ
ワ
ッ
ト

の
太
陽
光

発
電
所
（
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
）
を
建
設
。

　

事
業
主
・
エ
ナ
ジ
ー
ア
ン
ド
パ
ー
ト
ナ

ー
ズ
㈱
は
、
東
京
鉄
鋼
よ
り
用
地
47
㌶
を

買
収
し
、
町
に
寄
附
。

　

六
戸
町
は
事
業
主
に
対
し
、
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
を
設
置
す
る
用
地
約
21
㌶
を
、
最
長

25
年
間
無
償
貸
与
し
ま
す
。

　

計
画
は
、
５
月
か
ら
太
陽
光
パ
ネ
ル
な

ど
の
設
置
を
開
始
し
、
１
・
５
メ
ガ
ワ
ッ
ト

の
発
電

施
設
4
基
を
建
設
。

　

稼
働
は
、
平
成
25
年
11
月
、
12
月
、
26

年
11
月
、
12
月
と
4
段
階
で
順
次
稼
働
。

　

６
メ
ガ
ワ
ッ
ト

は
一
般
家
庭
約
２
千
世
帯
分
の
電

気
を
作
り
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

県内最大級　メガソーラーを建設　土地寄附

▼

フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
跡
地

問　

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
の

中
身
は

企
画
財
政
課
長

答　

圏
域
全
体
10
市
町
村
22
名

の
委
員
構
成
で
、
六
戸
町
か
ら

1
人
参
加
し
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
医
療
、
交
通
、
教
育
等
30

項
目
に
つ
い
て
取
り
組
み
ま
す
。

問　

十
和
田
市
、
三
沢
市
い
わ

ゆ
る
中
心
市
以
外
と
の
協
定
は

で
き
る
の
か

企
画
財
政
課
長

答　

事
務
局
が
中
心
市
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
圏
域
の
協
議

の
な
か
で
は
認
め
ら
れ
な
い
の

で
は
。

問　

本
構
想
の
項
目
以
外
に
例

え
ば
人
口
減
に
対
す
る
取
組
み

と
し
て
、
広
域
で
の
婚
活
イ
ベ

ン
ト
等
提
言
で
き
な
い
か

町
長

答　

あ
ら
ゆ
る
面
を
考
慮
に
入

れ
て
、
協
議
テ
ー
マ
を
提
言
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
。

▲建設予定地



期 待

こんなこんな
まちづくりにまちづくりに

　　　　
しますします

　議会広報委員会では、町民の皆様のまち
づくりに対するご意見、ご要望の投稿を募
集しています。どしどしお寄せください。
　お待ちしております。

10平成25年4月19日発行

■人権擁護委員
　高森誠氏と坂本りつ氏が平成25年６月30日任期満
了に伴い、下記の方を推薦することに同意しました。

佐々木　常久さん（小松ケ丘）

　議会に対する雑感を述べさせてもらえる機会を
ありがとうございます。
　議会を傍聴し又、議会広報を見ましても、一般
質問している議員は毎回おなじ顔ぶれにしか見え
ません。他の議員は質問がまったく無いというこ
とでしょうか、それとも質問すら思い当たらない
のでしょうか。
　聞くところによりますと町長提案は議会で可
決しなければ執行できないことになっています。
時々に応じた判断が求められます。そのための議
員であると思います。そのためには普段から地域
の意見を聞き町政に活かしていただきたい。その
最たるものが一般質問だと思います。
　どうか議員の皆さんどしどし
一般質問してくれることを期待
しています。そして町民の代表
であることを忘れず、町民の幸
せを第一に考え行動されること
をお願いしてやみません。

　３月議会傍聴者は11名でした。
　議会は町政を知る良い機会ですので、ご覧になり、
感想をお聞かせください。
　次回の６月定例会の日程及び一般質問内容を、町
内12 ヶ所に掲示しますのでご覧ください。

議会を監視するのはあなたです

人 事 案 件

詳しくは議会事務局まで ☎55－ 4547
または、町ホームページをご覧ください。
http://www.town.rokunohe.aomori.jp

　

寒
く
厳
し
い

冬
の
季
節
か
ら
、

「
春
よ
、
来
い
」
の
音
頭
に
乗
っ

て
よ
う
や
く
春
の
訪
れ
を
感
じ
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

卒
業
式
や
入
学
式
で
、
次
代
を

担
う
子
供
た
ち
へ
精
一
杯
の
エ
ー

ル
を
贈
り
な
が
ら
、
未
来
へ
の
希

望
を
感
ぜ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
3
月
24
日
開
通
し
た
上
北

道
路
は
、
金
矢
工
業
団
地
や
小
松

ヶ
丘
住
宅
団
地
な
ど
か
ら
の
利
便

性
が
向
上
し
、
災
害
時
や
救
急
救

命
の
際
の
高
規
格
道
路
と
し
て
の

活
用
も
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

緑
が
芽
吹
き
、
桜
が
咲
く
す
ば

ら
し
い
こ
の
季
節
、
私
達
も
ま
た

一
歩
踏
み
出
す
新
年
度
を
迎
え
ま

し
た
。　
　
　

杉　

山　

茂　

夫

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　
河　

野　
　
　

豊

副
委
員
長　
杉　

山　

茂　

夫

委　
　

員　
附　

田　

輝　

雄

高　

坂　
　
　

茂

下　

田　

敏　

美

川　

村　

重　

光

発
行
責
任
者

議　
　

長　
苫
米
地　

繁　

雄

　人権擁護委員は、「人格見識が高く、広く
社会の実情に通じ、人権擁護について深い

理解のある人」を町長が選任し、議会の同意を得て、
法務局に推薦し、法務大臣が委嘱する民間のボラン
ティアです。

　　六戸町の人権擁護委員は５名で、任期は３年です。

坂
さか

本
もと

　りつ 氏
　　（昭和22年生）
六戸町大字犬落瀬字
　　　　　金矢26番地４

竹
たけ

島
しま

　敏
とし

男
お

氏
　　（昭和24年生）
六戸町大字折茂字
　　　　畑刈下76番地２

町議会一般質問傍聴の雑感町議会一般質問傍聴の雑感
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